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出所：総務省「国勢調査」、横須賀市「推計人口」（2015年１月）をもとに作成
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• 1990年の43万3,358人をピークに、横ばいから緩やかな減少傾向。
• 2010年にはピークの1990年からの20年間で約１万５千人減少、2015年には
2010年から５年に満たない間で約１万２千人減少。
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出所：総務省（1975～2015）「国勢調査」
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出所：総務省（2013）「住宅・土地統計調査」

持家が約７割
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65歳以上単身世帯：持家７割、借家３割
65歳以上夫婦世帯：ほぼ持家一戸建て

（持家の８割が一戸建てのため）
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一緒に住んでいる
同居・隣居

親族ネットワークの
ある高齢世帯

同じ建物に住んでいる

徒歩５分程度の場所に住
んでいる

近居
片道15分未満の場所に
住んでいる

片道１時間未満の場所に
住んでいる

片道１時間以上の場所に
住んでいる

遠居
孤立的高齢世帯

子はいない 無子

住宅・土地統計調査「子の居住地別世帯数」

出所：2016年度神奈川県地域人口研究会「孤立的高齢世帯の分析」丸山洋平
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単身=12,380世帯
夫婦=12,320世帯
計 24,700世帯

「孤立的」と「近居」が増加傾向
※神奈川県内の市でも、「近居」は増加傾
向。「孤立的」は傾向にばらつきが見られる。

出所：総務省（1998～2013）「住宅・土地統計調査」

2013年度孤立的高齢世帯
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出所：総務省（1998～2013）「住宅・土地統計調査」

・孤立的高齢世帯は持家に多くが居住。
・単身世帯では、借家に居住する孤立的高齢世帯を一定数確認。
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出所：総務省（2013）「住宅・土地統計調査」
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高齢者等の

ための設備

がある

64%

高齢者等の

ための設備
はない

36%

持ち家

高齢者等の

ための設備

がある
25%

高齢者等の

ための設備

はない

75%

借家

• 持家よりも借家の方が高齢者等のための設備が劣る
• 単身世帯の孤立的高齢世帯の居住環境水準の低さ
が推察される

注）高齢者等のための設備・・・手すりや段差の有無、車椅子が通行可能な廊下の幅など

出所：総務省（2013）「住宅・土地統計調査」
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出所：福祉部、都市部資料

１万戸（床）を整備 （孤立的高齢世帯：２万５千）
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• 孤立的高齢世帯は持家一戸建てストックを中心
に今後増加することが予測される。

• 高齢者向け住宅・施設のみでの対応は困難→
在宅医療・介護との連携が必要

• 近居する高齢世帯が増加→
居住ネットワークの視点が政策に必要
Ｅｘ.子育て世帯向けの居住環境の整備
親世帯と子世帯間の保育や介護の互助に
おける行政支援

※本報告内容は、「横須賀白書２０１６―住宅ストックの現状分析と経済構造分析―」
『第Ⅰ部 住宅ストックに関する現状分析と課題』に掲載しています。


